
　　　　　　　　病院長　落合　登志哉

 病 院 概 要

所在地   京都府与謝郡与謝野町字男山４８１

開設者   京都府公立大学法人

病院長 　落合　登志哉

医師数   ６０名、研修医10名

入院患者数
（５年度）

　６５，６８６　人(年間）

 研修プログラムについて

　京都府立医科大学附属北部医療センターは、信頼される全人的医療を理念とし

て、京都府北部の中核病院として救急告示病院、地域災害医療センター、京都府周

産期二次病院など多くの病院機能を有しています。

　また、京都府立医科大学の附属病院として、指導医はすべて府立医科大学の教員

であり、新たに医大大学院の北部キャンパス地域医学コースも開設され、診療・教

育・研究の体制を益々充実させています。

　特に、総合医療、高度医療の充実を進めており、地域医療学講座の開設などで、

総合診療力を備えた医師を育成し、全国から優秀な医師が集まるフィールドを構築す

ることを目指しています。

　２９５床（一般２７６床、結核１５床、感染症４床）

診療科

総合診療科、消化器内科、循環器内科、腎臓内科、呼吸
器内科、神経内科、外科、消化器外科、脳神経外科、整形
外科、産婦人科、小児科、眼科、耳鼻咽喉科、泌尿器科、
精神科、麻酔科、皮膚科、救急科、放射線科、病理診断
科、歯科口腔外科（２２科）

京都府立医科大学附属北部医療センター

　１３０，２９４　人(年間）
外来患者数

(５年度）

開設年

【病院理念】　信頼される全人的医療                             

 病院長からのメッセージ

　【スタンダードプログラムを選択した場合】　院外研修については、原則2ヶ月を上限とする

　【ベーシックプログラムを選択した場合】　院外研修については、地域医療のみとする

　　京都府立医科大学附属病院群研修プログラムと共通項目を多く取り入れるとともに、当院独自のプライマリ・ケアに重点を置いた総合診
療、救急診療をそれぞれの科目に取り入れ、全人的な初期対応のできる臨床能力を身につけることができます。
　　1年次又は２年次にたすきがけ協力病院で研修するプログラムも用意しています。
　　また、丹後地域以外での地域医療も学べるよう、宮古島等離島・僻地の協力施設とも連携しています。

　

（Reliable and holistic medical care service)　　

　昭和２８年

病床数

【選択科目】
総合診療科、消化器内科、循環器内科、呼吸器内科、神経内科、外科、消化器外科、脳神経外科、整形外科、
産婦人科、小児科、眼科、耳鼻咽喉科、泌尿器科、精神科、麻酔科、皮膚科、救急科、放射線科、病理診断科、
地域医療・保健

【たすきがけ協力病院】
京都府立医科大学附属病院、京都第一赤十字病院、京都第二赤十字病院、京都岡本記念病院、宇治徳洲会病院



 研修・認定施設

・日本泌尿器科学会専門医教育施設 ・日本消化器外科学会専門医修練施設

・日本消化器病学会専門医制度認定施設 ・日本眼科学会専門医制度研修施設

・日本産科婦人科学会専門医制度専攻医指導施設 ・日本周産期・新生児医学会周産期専門医指定認定施設

・日本整形外科学会研修施設 ・日本精神神経学会研修施設

・日本外科学会外科専門医制度修練施設 ほか

病院長

副病院長 　黒星　晴夫 　 　　（産婦人科）

副病院長
兼診療部長

　堅田　和弘　 　　（消化器内科）

講師（医長） 　吉岡　真実　 　　（麻酔科）

助教（医長） 　横井　大祐　 　　（総合診療科）

助教（医長） 　大江　　煕 　　 　（救急科）

(令和６年５月１日現在）

◆先輩研修医からのメッセージ 　

 処　遇

有期雇用職員（非常勤）

 給与：

 手当：

 モデル年収：

 勤務時間：

 休暇：

 宿舎：

 社会保険： 公立学校共済（短期）、厚生年金、雇用保険、労災保険適用

子育てサポート

 設備： 院内保育所　月～土　８：００～１８：００

有給休暇　年間１０日、夏期休暇等あり

月額２７，０００円（共益費・駐車場代含む）

※ただし、たすきがけ協力病院で研修を行う給与等は当該病院の規定による。

　落合　登志哉 　　（外科・プログラム責任者）

時間外勤務手当、救急勤務医手当を支給

約６００万円

・日本循環器学会認定循環器専門医研修施設

・日本内科学会認定医制度教育関連病院 ・日本神経学会准教育施設

・日本麻酔科学会麻酔認定病院

　（日曜、祝日、年末年始を除く）

 主な指導医

８：３０～１７：１５　（　７時間４５分　）

副直手当  １５，７００円／回

４１７，７５０円／月

  常勤・非常勤の別：

北部医療センター
（北部キャンパス）

医大附属病院

北部医療センター 位置図

京都市内から車で
約１時間５０分

北部医療センター 正面玄関

新實 玲菜
研修医（１年目）

当院での研修は、診療科の垣根を越えてたく

さんの先生方や医療スタッフの方々に指導して

頂けることが最大の魅力です。手技において

は、指導医の先生方や医療スタッフの方に見

守られながら行うことで、すぐにフィードバックを

頂くことができ、勉強会や症例検討会では、研

修医同士だけではなく、たくさんの先生方のご

意見を伺うことができます。医師として成長す

るには、これ以上ないほど恵まれた環境です。

辻本 崇利

研修医（２年目）

当院は丹後医療圏の様々な症例を経

験できるのが大きな魅力です。手技も

経験できる機会が多く、細かくフィード

バックを受けることができます。また研

修医を含め若手医師の裁量が大きいこ

とも、医師としての責任感や知識を培う

上で素晴らしい環境だと思います。温

厚な方も多く、自然豊かな当地域での

研修生活を考えてみませんか。


